
第２回 八代・天草シーラインに関する勉強会 

 

議事要旨 

 

１．日時 

令和７年１月３１日（金）１０：００～１１：００ 

 

２．場所 

熊本県庁防災センター ３０７会議室 

 

３．出席者 

  ・八代河川国道事務所 副所長 

  ・熊本県       交通政策課長 

             道路整備課長 

・八代市       総務企画部長 

・上天草市      副市長（企画政策部長 事務取扱） 

 

４．議事要旨 

  ・八代、天草、宇城、人吉・球磨、水俣・芦北地域の現状及び地域の課題について確認し    

た。 

・今後、勉強会メンバーが連携・協力して、県や市町村の計画等を踏まえ、地域の目指す

全体像を整理していくことを確認した。 

 

５．主な発言 

 〔八代市〕 

  ・市内で計画されている工業団地や市の企業誘致の戦略を含めて、地域の全体像を整理

した方がよい。 

  ・県南地域には災害時における支援物資の集積拠点が無く、八代・天草シーラインがあ

れば本市を拠点として支援物資の横展開も考えられる。 

 〔上天草市〕 

  ・県南地域は、面積や人口に対して観光の割合が現状低くなっているが、ポテンシャル

はもっと高いと思う。 

〔熊本県〕 

・インバウンドが増えている。観光・企業立地分野等の伸びしろの部分を深掘りができ

るのではないか。 

・県や市町村の地域計画等で掲げている将来計画を取り込んで、分野毎に深掘りしてい

ければと思う。 

 〔八代河川国道事務所〕 

・地域のポテンシャルを生かしきれているのかどうか再整理し、今後、地域の全体像を

どう示していくのか検討していく必要がある。 
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【資料１】 

八代
や つ し ろ

・天草
あ ま く さ

シーラインに関する勉強会 

設 立 趣 意 書 
 
 
 

八代・天草シーラインは、令和３年６月に熊本県が策定した熊本県新広

域道路交通計画において、必要な検討を進める構想路線に位置付けされ

ている。 

八代・天草地域は、南九州西回り自動車道や熊本天草幹線道路の高

速ネットワークが整備されており、構想路線である「八代・天草シーライン」

と併せた道路ネットワークが一体として機能することにより、当該地域と都

市間の交流が広がり、地域産業や観光のポテンシャルが更に高まること

が期待される。 

 更には、近年、激甚・頻発化している自然災害に対して、災害からの迅

速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開を見据え、被災後もすぐに

機能する道路ネットワークが求められている。 

このような情勢を踏まえ、国、熊本県及び関係自治体が連携して、八

代・天草シーラインのあり方などについて検討を行うため、｢八代・天草シ

ーラインに関する勉強会｣を設立するものである。 



【資料２】 

八代・天草シーラインに関する勉強会 規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、「八代・天草シーラインに関する勉強会」（以下「勉強会」という。）と   

称する。 

 

（目的） 

第２条 八代・天草地域において、地域の現状や課題等を整理し、当該地域全体の幹線道路網の

あり方を検討し、「八代・天草シーライン」の整備方針を議論することを目的とする。 

 

（組織） 

第３条 勉強会は、別紙に定める構成員をもって組織する。 

 

（運営） 

第４条 勉強会は、構成員が必要に応じて招集する。 

２ 勉強会の運営、進行は事務局が行う。 

３ 勉強会の事務局は、国土交通省 八代河川国道事務所 工務第二課、熊本県 交通政策

課、八代市 企画政策課、上天草市 企画政策課に置く。 

４ 事務局は、円滑な運営にあたるとともに、議事録を整理する。 

 

（規約の改正） 

第５条 本規約の改正は、勉強会の決議によらなければならない。 

 

（雑則） 

第６条 この規約に定めのない、勉強会の運営について、必要な事項は勉強会に諮って  

定める。 

 

 附則 この規約は令和６年３月２８日から施行する。 



八代・天草シーラインに関する勉強会 

構成員 

 

所属 役職 

 国土交通省 八代河川国道事務所 副所長 

熊本県 交通政策課 課長 

熊本県 道路整備課 課長 

八代市 総務企画部 部長 

上天草市 企画政策部 部長 

（事務局） 

国土交通省 八代河川国道事務所 工務第二課 

熊本県 企画振興部 交通政策課 

八代市 総務企画部 企画政策課 

上天草市 企画政策部 企画政策課 

 

別 紙 
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1

第１回勉強会の主な意見 対応結果

・地域の現況は「八代、天草地域」のみで整理し
ているが、今後の課題整理では、「人吉・球磨
地域」や「水俣・芦北地域」を含めて議論した
方がよい。（八代市）

・「八代、天草地域」における観光の現況を入込
客数で整理しているが、本地域のポテンシャル
はもっと高いと思う。（熊本県）

・本勉強会で地域の現状や課題等を整理すると共
に、地域の意見をしっかり聞きながら、当該地
域全体の幹線道路網を含め八代・天草シーライ
ンのあり方について、県・市と一体となって検
討を進めていく。（八代河川国道事務所）

・八代・天草シーラインは令和３年に構想路線に
位置付けられており、地域の期待も大きい。
（上天草市）

・「人吉・球磨地域」「水俣・芦北地域」を含め
て地域の現況、道路の現状を再整理した。

・対象地域間の観光流動やクルーズ船のツアーバ
スの実態より、「天草地域」のポテンシャルを
把握した。

・地域の「人流」「物流」「企業誘致」「防災」
「救急医療」の観点から統計データを踏まえた
現状と地域課題を整理した。

●第１回勉強会で出された主な意見

１．検討会の概要



(1)今回の検討範囲
・対象地域に「人吉・球磨地域」と「水俣・芦北地域」を加え、地域の現況、道路の現状を更新するとともに、統計データ
を踏まえた地域課題を整理

前回（第１回勉強会）

・八代天草地域の現況、道路の現状

2

今回（第２回勉強会）

・地域の現況、道路の現状

（人吉・球磨地域等まで範囲を拡大し分析）

・地域課題の整理

１．検討会の概要



(2)沿線の広域ネットワーク計画

3１．検討会の概要



２．地域の現況

4

・対象地域を「水俣・芦北地域」及び「人吉・球磨地域」まで広げ、対象地域を見直し
・対象地域の面積比は、熊本県全体の約５割

対象市町

(1)対象地域の見直し

■宇城地域
・宇土市・宇城市、美里町

■八代地域
・八代市・氷川町

■水俣・芦北地域
・水俣市・芦北町・津奈木町

■人吉・球磨地域
・人吉市・錦町・多良木町
・湯前町・水上村・相良村
・五木村・山江村
・球磨村・あさぎり町

■天草地域
・天草市・上天草市
・苓北町

▲対象地域

八代地域

水俣・
芦北地域

人吉・
球磨地域

天草地域

宇城地域

氷川

4

熊本県全体：7,409km
対象地域   ：3,968km

2

2



(2)人口分布

■人口分布（市町村単位） ■人口分布 (メッシュ単位)

天草市

上天草市

苓北町

宇土市

宇城市

八代市

芦北町

津奈木町

水俣市

氷川町

天草市
75,783人

苓北町
7,114人

上天草市
24,563人

宇土市
36,122人

宇城市
57,032人

氷川町
11,094人

八代市
123,067人

芦北町
15,681人

津奈木町
4,254人

水俣市
23,557人

美里町
9,392人

球磨村
2,433人

人吉市
31,108人

山江村
3,238人

五木村
931人

相良村
4,070人

錦町
10,288人

あさぎり町
14,676人

水上村
2,033人

湯前町
3,627人

多良木町
9,076人

5２．地域の現況

人吉市

市中心部を中心に
人口が集積

・対象地域は21の市町で構成されており、約47万人が居住 (熊本県全体の約3割)
・人口は、対象地域に広く分布しており、市中心部を中心に集積

データ：R2国勢調査 データ：R2国勢調査を基に作成
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(3)人口・高齢化率推移

■人口伸び率 ■高齢化率

データ： S60-R2:国勢調査、 R7-R27:日本の地域別将来推計人口 (H30年推計)データ：S60-R2:国勢調査、R7-R27:日本の地域別将来推計人口 (H30年推計)
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全国37%

熊本県37%

八代地域38%

宇城地域41%

人吉・球磨地域47%

水俣・芦北地域47%

天草地域52%

２．地域の現況

・対象地域の人口伸び率は、全国平均に比べて低く、今後も更に人口減少が進む予定
・高齢化率も、全国平均に比べて高く、今後も更に高齢化が進む予定
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(4)産業

■観光 ■水産業

データ：熊本県観光統計表（H27～R4）
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※平成30年で市町村別統計は廃止

データ：H2～H17:生産農業所得統計、H27,R3:市町村別農業産出額 (推計)

■農業

対象地域合計

熊本県内シェア

■製造業

横ばい

データ：H27,R2:経済センサス、H2-H22:工業統計
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7

横ばい

２．地域の現況

・対象地域の産業活動は全体的に横ばい又は減少傾向
・また、熊本県内のシェアは、「観光」「農業」「製造業」は約2割～3割程度であり、「水産業」は97％を占める

減少傾向



(5)観光

■主な観光地■対象地域の観光入込客と県内シェア

8

1年を通して野生のイルカに出会
えるのは、世界中でカナダ、オー
ストラリア、日本（天草）のみ

イルカウォッチング

H30.7月世界文化遺産
長崎と天草地方の潜伏
キリシタン関連遺産

天草の崎津集落

H27.7月世界文化遺産
明治日本の産業革命遺産

三角西港

熊本県

観光入込客数

41,065千人

２．地域の現況

資料：熊本県新広域道路交通計画2021を基に作成
自然公園指定地域と自然由来の主な観光地

データ：R4熊本県観光統計表

■対象地域の観光入込客数県内シェア

単位（千人）

対象地域
10,512 

26%

宇城地域
2,762 

7%
天草地域
2,876 

7% 八代地域
2,194 

5%

水俣・芦北地域
1,386 

3%

人吉・球磨地域
1,294 

3%

熊本県他
30,553 

75%

・対象地域の観光客数は、熊本県全体の約26％を占め、中では「宇城地域」「天草地域」が比較的多い
・これらの地域は、イルカウォッチングや世界遺産、自然公園など魅力ある多種・多様な観光資源に恵まれている



(6)水産業
• 対象地域の漁獲量は、熊本県全体の約97%であり、特に「天草地域」が約90％を占める
• 「天草地域」では、 「養殖まだい」 「かたくちいわし」「うるめいわし」「そうだかつお類」「このしろ」「海藻類」などが全国有
数の漁獲量

• また、「節製品」や「煮干し品」の水産加工工場の立地数も全国有数

データ：海面漁業生産統計調査(H30)

■対象地域の漁獲量と県内シェア

9

熊本県漁獲量
18,053t

天草地域
16,172t

90%

対象地域
17,446t

97%

熊本県他
607t
3%水俣・芦北地域

704t
4%

宇城地域
315t
2%

八代地域
255t
1%

■天草地域の主要水産品と全国順位

データ：海面漁業生産統計調査(H30) ※全国順位トップ10の魚種を記載

■天草地域の水産加工工場数と全国順位

市町村 品目 工場数 全国順位

天草市
節製品 22社 4位

煮干し品 20社 6位

２．地域の現況

市町村 魚種 生産量 全国順位

天草市

養殖まだい 6,919t 3位

かたくちいわし 3,938t 6位

うるめいわし 2,746t 6位

そうだかつお類 330t 7位

このしろ 164t 9位

上天草市
海藻類 765t 2位

このしろ 548t 3位

データ：全国順位 わがマチ・わがムラ（農林水産省DB、R1）※加工工場数全国トップ10を記載



(7)農業
・対象地域の農業算出額は、熊本県全体の約33％であり、中でも「八代地域」「宇城地域」が多い
・トマト、すいか、葉たばこ、不知火、馬などが、全国の都道府県で第１位の生産額
・八代市では、トマト・レタス、キャベツ、宇城市では、トマトの収穫量が全国有数

10

■対象地域の農産品産出額と県内シェア

データ：市町村別農業産出額（推計）R4

熊本県
農産品産出額
3,512億円

天草地域
145億円

4%

対象地域
1,176億円

33%

熊本県他
2,336億円

67%

水俣・芦北地域
64億円

2%

宇城地域
280億円

8%

八代地域
409億円

12%

人吉・球磨地域
279億円

8%

■対象地域の主要農産品と全国順位

■熊本県が全国１位の農産品

県 品目 産出額 全国順位

熊本県

トマト 362億円

全て１位

すいか 119億円

葉たばこ 58億円

不知火 84億円

馬 22億円
データ：令和3年 生産農業所得統計

２．地域の現況

市町村 品目 収穫量 全国順位

八代市

冬春トマト 63,900t 1位

冬レタス 6,280t 5位

冬キャベツ 5,540t 6位

夏秋トマト 4,280t 8位

宇城市 冬春トマト 6,660t 5位
データ：わがマチ・わがムラ（農林水産省DB、R3） ※収穫量全国順位トップ10の品目を記載



(8)製造業

・対象地域の製造品出荷額は、熊本県全体の約25％を占め、中でも「八代地域」「宇城地域」が多い
・食料品製造業、金属製品製造業、化学工業などの業種のシェアが高く、特に、「宇城地域」の化学工業や「八代地
域」の金属製品製造業は、熊本県内の約４～５割を占める

11

食料品製造業 化学工業 金属製品製造業

宇城地域 26.0% 48.6% 23.7%

八代地域 10.7% 33.0% 38.7%

水俣・芦北地域 0.0% 13.0% 0.0%

人吉・球磨地域 0.2% 0.0% 1.7%

天草地域 5.4% 0.0% 2.4%

食料品製造業
20%

金属製品製造業
11%

化学工業
11%

パルプ・紙・
紙加工品製

造業
9%

輸送用機械器
具製造業

6%

その他
43% 対象地域

7,066億円対象地域
7,066 
25%

八代地域
2,700 
10% 宇城地域

2,669 
9%

人吉・球磨地域
783 
3%

水俣・芦北地域
496 
2%

天草地域
418 
1%熊本県他

21,130 
75%

熊本県
製造品出荷額
28,195億円

■対象地域の製造品出荷額と県内シェア ■主な業種と県内シェア

データ：R3経済センサス

≪対象地域の県内シェア≫

データ：R3経済センサス

≪対象地域の製造業種別の出荷額の割合≫

２．地域の現況



順位 港湾 総量 順位 港湾 海外輸出 順位 港湾 海外輸入 順位 港湾 国内移出 順位 港湾 国内移入

1 博多 981,414 1 博多 418,187 1 博多 413,905 1 鹿児島 104,564 1 博多 77,072

2 北九州 510,914 2 北九州 213,973 2 北九州 208,525 2 博多 72,250 2 北九州 44,701

3 鹿児島 140,613 3 志布志 31,068 3 志布志 36,006 3 北九州 43,715 3 鹿児島 34,433

4 志布志 101,083 4 伊万里 21,389 4 伊万里 21,658 4 志布志 17,912 4 大分 17,933

5 大分 63,731 5 大分 18,526 5 大分 14,127 5 大分 13,145 5 志布志 16,097

6 伊万里 45,938 6 八代 11,848 6 八代 11,038 6 長崎 7,202 6 名瀬 12,540

7 八代 26,972 7 細島 11,019 7 細島 7,881 7 名瀬 6,881 7 西之表 9,280

8 細島 24,269 8 川内 8,850 8 川内 5,540 8 福江 6,390 8 長崎 6,445

9 名瀬 19,421 9 熊本 4,104 9 熊本 5,250 9 宮之浦 5,073 9 福江 6,390

10 川内 18,779 10 三池 2,945 10 三池 3,746 10 八代 1,920 10 宮之浦 4,051

13 八代 2,166

コンテナ貨物取扱量 海外輸出入 国内移出入

(9) 港湾

12２．地域の現況

・「八代港」はコンテナ貨物取扱量が九州7位
・海外の取扱いは、輸出項目のうち約６割が木材、輸入項目のうち約３割が木材チップ、国内の取扱いは移出、移入
共に約４割がセメント

木材チップ

31.6%

とうもろこし

27.2%

石炭

14.6%

化学薬品

6.3%

麦 4.3%

その他

12.4%

150.1万㌧

動植物性製
造飼肥料

3.5%

セメント

39.1%

その他の石油

15.9%

揮発油

14.4%

砂利・砂

10.0%

重油

6.9%

動植物性製

造飼肥料

3.7%
その他

10.2%

203.5万㌧

■八代港の輸出入品目と移出入品目

八代港

神戸
（国内）

■八代港の国外・国内航路

韓国(1航路)
台湾(3航路)

■コンテナ貨物取扱量 九州トップ10

データ：港湾統計（R5）

単位：TEU

25.6万㌧
木材

62.9％

金属製品
15.4％

22.2万㌧

金属くず
9.3％

再利用資材5.3％

農水産・製造食品等
0.5％

化学製品
2.6％

紙・パルプ 1.1％

セメント

44.1%

化学薬品

21.2%

紙・パルプ

7.8%

鋼材

6.0%

金属くず

5.7%

木材

4.4%

その他

11%

■国内移出品目■海外輸出品目

データ：港湾統計（R4）

■海外輸入品目 ■国内移入品目

データ：港湾統計（R4） データ：港湾統計（R4）
データ：港湾統計（R4）



13２．地域の現況

(10)救急医療

■救急搬送件数

資料：各消防本部の消防年報

宇城地域

八代地域

天草地域

熊本赤十字病院熊本医療センター

済生会熊本病院

人吉・球磨地域

水俣・芦北地域

第三次救急医療施設

  第二次医療施設

天草慈恵病院

天草市立河浦病院

天草市立新和病院

上天草市立上天草総合病院
天草市立栖本病院

天草中央総合病院
天草第一病院

天草地域医療センター

済生会みすみ病院

熊本労災病院

熊本総合病院

松本医院

熊本南病院

宇城総合病院

天草市立牛深市民病院

球磨郡公立多良木病院

岡部病院

外山胃腸病院

愛生記念病院

球磨病院
人吉医療センター

宇城市民病院

国保水俣市立総合医療センター

■人口10万人あたりの医師数

53 
64 

20 

43 41 

55 
64 

20 

51 
41 

60 

75 

23 

57 
47 

63 

79 

23 

58 
46 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

宇城地域 八代地域 水俣・芦北地域 天草地域 人吉・球磨地域

R2 R3 R4 R5

186

287

340

288

295

0 50 100 150 200 250 300 350 400

宇城地域

八代地域

水俣・芦北地域

天草地域

人吉・球磨地域

■第三次救急医療施設及び第二次医療施設

熊本県平均
326人

（人/１０万人）

（百人）

・対象地域の救急搬送件数は増加傾向であり、また人口10万人あたりの医師数が殆どの地域で熊本県平均を下回る
・対象地域には第三次救急医療施設がない

資料：熊本県HP（医療機関リスト）より作成

データ：日本医師会総合政策研究機構



(11)旅客船航路と航空航路

・対象地域の旅客船航路は、八代港、芦北港、水俣港と「天草地域」とを結ぶ航路が廃止
・天草空港からは福岡空港、熊本空港を結ぶ路線が運行し、利用者数は回復傾向

14２．地域の現況

74 

46 

24 

38 

52 
64 

0

20

40

60

80

100

H30 R1 R2 R3 R4 R5

利用者数

廃止

廃止

廃止
水俣港～御所浦（本郷港・嵐
口港・横浦港）間で予約制の
乗合海上タクシー運行中

約2.5万人【H24】
※1

約2.5万人【H17】
※1

（佐敷）

約1.5万人【H21】
※1

■旅客船航路

資料：九州旅客船教会連合会ホームページ、天草市ホームページ、松島・八代航路に関わる調査報告（H25.8）、
自治体ヒアリング結果、くまもとの港湾（H14）を元に作成
※１：航路廃止年と廃止年における輸送人員

芦北

八代

■航空路線

天草空港

福岡
35分

熊本
20分

図面：NTTイン
トラネットを加
工して作成

回復傾向

資料：天草エアライン株式会社の経営状況を 説明する書類（熊本県 R6.9）

利
用
者
数
（
有
償
旅
客
数
）

（千人）

運休

運休



45%

36%

40%

12%

30%

24%

36%

30%

40%

30%

13%

43%

70%

14%

11%

8%

14%

22%

20%

21%

13%

17%

31%

20%

26%

41%

34%

14%

2%

40%

10%

41%

28%

25%

29%

30%

42%

37%

17%

22%

12%

5%

32%

9%

16%

9%

29%

1%

6%

8%

5%

25%

8%

8%

11%

14%

9%

5%

11%

29%

2%

18%

46%

30%

7%

9%

7%

13%

7%

14%

5%

14%

13%

19%

9%

5%

9%

19%

4%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4
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6
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8

9

10
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13

14

15

16

(1)交通流動

■対象エリアの自動車流動 ■対象エリアの主な自動車流動の目的内訳

15３．道路の現状

・対象地域の交通流動は、「熊本地域」「宇城地域」「八代地域」間が多い
・一方、「天草地域」「八代地域」「水俣・芦北地域」「人吉・球磨地域」間の交通流動は少ない

御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

八代IC

合津IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

熊本IC

益城熊本空港IC
熊本
地域

福岡
方面

水俣・
芦北
地域

天草
地域

宇城
地域

人吉・
球磨
地域

宮崎
方面

八代
地域

364

111

99

46

43

31

27 23

8

13

5

10

5

5

5

5

単位：百台/日

対象エリア

データ：H27センサスODマスター
（帰宅・帰社目的、不明を除く）

宇城地域～熊本地域
(364百台/日)

八代地域～熊本地域
(111百台/日)

八代地域～宇城地域
(99百台/日)

天草地域～熊本地域
(46百台/日)

水俣・芦北地域～鹿児島方面
(43百台/日)

宇城地域～天草地域
(31百台/日)

八代地域～水俣・芦北地域
(27百台/日)

八代地域～人吉・球磨地域
(23百台/日)

水俣・芦北地域～熊本地域
(13百台/日)

八代地域～天草地域
(5百台/日)

宇城地域～人吉・球磨地域
(5百台/日)

八代地域～宮崎方面
(3百台/日)

八代地域～福岡方面
(8百台/日)

水俣・芦北地域～人吉・球磨地域
(10百台/日)

八代地域～鹿児島方面
(5百台/日)

宇城地域～福岡方面
(5百台/日)

鹿児島
方面

データ：H27センサスODマスター（帰宅・帰社目的、不明を除く）

通勤通学 業務 私用 観光 物流



(2)道路状況 ＜交通量・車線数＞

■対象エリアの交通量と車線数

データ：R3全国道路・街路交通情勢調査国土地理院地図を加工して作成

対象エリア

苓北町

天草市

上天草市

宇土市

宇城市

氷川町

八代市

芦北町

津奈木町

水俣市 水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

津奈木IC
人吉IC

人吉球磨SIC

E3A

E3

E3

至 鹿児島・宮崎

至 熊本・福岡

57

266

266

324

324

266

266

389
３

３ 268

219

267

219

445

219

445

443

218

218

389

251

251

15,000台/日以上
10,000～15,000台/日
5,000～10,000台/日
3,000～5,000台/日
1,500～3,000台/日
1,500台/日未満

4車線
2車線
1車線

交通量が多い区間（九州自動車
道の宇城市～人吉市間）

交通量が多い区間
（宇土市の国道57号）

八代IC

宇城氷川SIC

松橋IC

城南SIC

御船IC

３

交通量が多い区間
（宇土市、宇城市、八代市の国道3号）

16３．道路の現状

３

・対象地域の交通量は、人吉ICまでの九州自動車道、宇土市、宇城市、氷川町、八代市の国道3号、宇土市の国道
57号において15,000台/日以上



(3)主要渋滞箇所

・熊本市に隣接する「宇城地域」「八代地域」「天草地域」に主要渋滞箇所が多く、宇城市が最も多い
・路線では、「宇城地域」「天草地域」は国道57号や国道266号、「八代地域」は国道3号などに集中

17３．道路の現状

■対象エリアの主要渋滞箇所

※令和6年9月時点

国土地理院地図を加工して作成

対象エリア

苓北町

上天草市

宇土市

氷川町

芦北町

津奈木町

水俣市 水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

八代IC

松橋IC

城南SIC

御船IC

津奈木IC
人吉IC

人吉球磨SIC

E3A

E3

E3

至 鹿児島・宮崎

至 熊本・福岡

266

266

324

324

266

266

389

３

３

３

３ 268

219

267

219

445

219

445

443

218

218

389

251

251

 主要渋滞箇所

■市町別の主要渋滞箇所数

直轄国道 補助国道 主要地方道
一般県道 市道

※主道路側の道路種別で集計

宇城氷川SIC

天草市

八代市

宇城市

天草市中心部に
主要渋滞箇所が集中

57

宇
城
地
域

八
代
地
域

天
草
地
域

水
俣
・芦
北
地
域

人
吉
・球
磨
地
域

4

6

2

3

1

5

5

7

2

3

2

1

1

1

0 5 10 15

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1…

1…

1…

1…

⑥上天草市

⑤八代市

①宇土市

②宇城市

⑦天草市

④氷川町

⑧苓北町 0箇所

2箇所

7箇所

1箇所

5箇所

5箇所

9箇所

⑫人吉市

0箇所

⑨水俣市

③美里町 0箇所

⑩芦北町

⑪津奈木町

⑬球磨郡

0箇所

0箇所

0箇所

14箇所

国道57号の
主要渋滞箇所

国道266号の
主要渋滞箇所

国道3号の
主要渋滞箇所



(4)交通事故

３．道路の現状

・八代市と氷川町で死傷事故率の高い区間が存在
・事故危険箇所は八代市、人吉市の中心部に集中

■対象エリアの事故危険箇所

データ：ITARDA（H30-R3平均）

国土地理院地図を加工して作成

対象エリア

苓北町

天草市

上天草市

宇土市

宇城市

氷川町

八代市

芦北町

津奈木町

水俣市 水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

八代IC

松橋IC

城南SIC

御船IC

津奈木IC
人吉IC

人吉球磨SIC

E3A

E3

E3

至 鹿児島・宮崎

至 熊本・福岡

150件/億台km以上
100～150件/億台km
75～100件/億台km
50～75件/億台km
50件/億台km未満

57

266

266

324

324

266

266

389

３

３

３

３ 268

219

267

219

445

219

445

443

218

218

389

251

251

死傷事故率が高い区間

宇城氷川SIC

18

 事故危険箇所
事故危険箇所が集中

事故危険箇所が集中



(5)地域間のアクセス性

３．道路の現状

走行速度：ETC2.0（R4年度平日平均 朝7-9時、夕17-19時の一番低い時間帯の速度を図示）
所要時間：所要時間が最短なる経路で算出

国土地理院地図を加工して作成

対象エリア

苓北町

上天草市

宇城市

氷川町

芦北町

津奈木町

水俣市 水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

八代IC

宇城氷川SIC

松橋IC

城南SIC

津奈木IC
人吉IC

人吉球磨SIC

E3A

E3

至 鹿児島・宮崎

至 熊本・福岡

20km/h未満
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h以上

57

266

266

324

324

266

266

389

３

３

３

３ 268

219

267

219

445

219

445

443

218

218

389

251

251

天草市

宇土市

八代市 八代地域

水俣・
芦北地域 人吉・

球磨地域

天草地域

47km
41分

68km/h

地域間アクセス性

43km
42分

61km/h

68km
89分

46km/h

28km
29分

58km/h

■地域間のアクセス性

宇城地域

※下記の市役所間で算出

宇城地域：宇城市役所

八代地域：八代市役所

天草地域：天草市役所

水俣・芦北地域：水俣市役所

人吉・球磨地域：人吉市役所

19

48km
59分

49km/h

上段：地域間の距離
中段：地域間の所要時間
下段：地域間の平均速度

・隣接する地域間のアクセス性は、高速道路でアクセスできる「宇城地域～八代地域」、及び「八代地域～水俣・芦北
地域」、 「八代地域～人吉・球磨地域」で平均旅行速度が50km/h以上
・一方、「天草地域～宇城地域」、「水俣・芦北地域～人吉・球磨地域」の平均旅行速度は50km/h未満であり、特に
「天草地域～宇城地域」は、速度が遅く所要時間も89分を要する

速度50km/h未満

速度50km/h以上



19% 81%

94%

86%

100%

82%

6%

14%

18%

72%

2%

64%

95%

93%

98%

26%

28%

98%

100%

36%

5%

7%

2%

73%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

(6)中心都市へのアクセス性

３．道路の現状

・県庁所在地の熊本市へのアクセス性は、高速道路沿線で高い
・人口カバー率で見ると天草市、苓北町、球磨郡において熊本市から９０分超の割合が高い

■熊本市からの時間圏 ■熊本市からの人口カバー率

⑥上天草市
(2.5万人)

⑤八代市
(12.4万人)

①宇土市
(3.8万人)

②宇城市
(5.5万人)

⑦天草市
(7.6万人)

④氷川町
(1.1万人)

⑧苓北町
(0.7万人)

30分圏 30～60分圏

60～90分圏 90分超

データ：国勢調査(R3)

⑫人吉市
(3.2万人)

⑩芦北町
(1.6万人)

20

③美里町
(0.9万人)

⑨水俣市
(2.4万人)

⑪津奈木町
(0.4万人)

⑬球磨郡
(5.0万人)

国土地理院地図を加工して作成

対象エリア

苓北町

天草市

上天草市

宇土市

宇城市

氷川町

八代市

芦北町

津奈木町

水俣市 水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

八代IC

宇城氷川SIC

松橋IC

城南SIC

御船IC

津奈木IC
人吉IC

人吉球磨SIC

E3A

E3

E3

至 鹿児島・宮崎

至 熊本・福岡

57

266

266

324

324

266

266

389

３

３

３

３ 268

219

267

219

445

219

445

443

218

218

251

251

30分圏

30～60分圏

60～90分圏

90分超

データ：ETC2.0（R4年度平日7-19時平均） ※熊本市役所を起点として時間圏を算出

※「90 分構想」：熊本県新広域道路交通
計画において、熊本都市圏や熊本空港と
県内主要都市とを 90 分で結ぶ構想。対
象となる都市は、玉名市、山鹿市、阿蘇市、
山都町、人吉市、天草市、水俣市、芦北町、
八代市と熊本市である

人吉市

宇
城
地
域

八
代
地
域

天
草
地
域

水
俣
・
芦
北
地
域

人
吉
・球
磨
地
域



重要港湾及び特定地域振興重要港湾

・対象地域の主要な３港の内、「八代港」と「高速IC」のアクセス性が最も低い

(7)港湾と高速ICのアクセス性

３．道路の現状

データ：ETC2.0（R4年度平日平均 朝7-9時、夕17-19時の低い方の速度を図示）

対象エリア

苓北町

上天草市

宇城市

氷川町

芦北町

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

八代IC

宇城氷川SIC

松橋IC

城南SIC

御船IC

津奈木IC
人吉IC

人吉球磨SIC

E3A

E3

E3

至 鹿児島・宮崎

至 熊本・福岡

20km/h未満
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h以上

57

266

266

324

324

266

３

３

３

３ 268

219

267

219

445

219

445
443

218

218

251

251

天草市

宇土市

八代市

■港湾と高速ICのアクセス性
至 熊本・福岡

21

八代IC

八代港

8.2km
21分

23km/h

三角港

みすみIC

八代港

三角港

0.8km
2分

30km/h

水俣IC

水俣港

4.8km
11分

26km/h

水俣港～水俣IC間

八代港～八代IC間

三角港～みすみIC間

上段：距離
中段：所要時間
下段：平均速度

水俣市

津奈木町

水俣港



(8)災害による通行止め

３．道路の現状

・天草半島は、国道57号、国道324号、国道266号に災害時の通行止め箇所が集中

22

■対象エリアの通行規制履歴（H23～R5）

データ：九州地方整備局、熊本県（H23～R5） ※事故・故障車は除く

国土地理院地図を加工して作成

対象エリア

苓北町

天草市

上天草市

宇土市

宇城市

氷川町

八代市

津奈木町

水俣市

水俣IC

八代南IC

八代IC

宇城氷川SIC

松橋IC

城南SIC

御船IC

人吉IC

人吉球磨SIC

E3

E3

至 鹿児島・宮崎

至 熊本・福岡

57

266

266324

324

266

389

３

３

３ 268

219

267

219

445

219

445

443

218

218

251

251

※事故・故障車は除く

芦北町

通行止め箇所【H23-R5】（年１回）

通行止め箇所【H23-R5】（年2回以上）

天草五橋

人吉IC

人吉球磨SIC

E3 266

389

267

219

219

区間 規制基準 規制回数

日奈久～田浦

連続雨量150mm、
時間雨量50mm

20回

田浦～芦北 22回

芦北～津奈木 13回

津奈木～水俣 5回

区間 規制基準 規制回数

芦北町海浦～白
岩(佐敷トンネル)

－
（大雨時）

17回

区間通行規制回数（南九州西回り自動車道）

区間通行規制回数（国道３号）

E3A

芦北IC

田浦IC

津奈木IC

日奈久IC

天草へは唯一の橋梁
リダンダンシーが確保されていない
(風速25m/秒で通行止)



３．道路の現状

・全体延長約70kmのうち、開通済みが約26%、事業中が約43%となっている

(9)道路状況 ＜熊本天草幹線道路の整備状況＞

23
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３．道路の現状

・全体延長約142kmのうち、開通済みが約63%、事業中が約37%となっている

(10)道路状況 ＜南九州道西回りの整備状況＞

24

南九州西回り自動車道 約１４２ｋｍ
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し
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児
島
市
田
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    みなまた いずみ      

水俣～出水
延長16.3km

工事推進

  あ    く    ね    せ ん だ い

阿久根川内道路
事業化：H27年度
延長22.4km

事業中
用地買収、工事推進

直轄
あしきた  い ず み

 芦北出水道路
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片
町

鹿児島空港

鹿児島港
（新港）
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（谷山）

川内港

八代港
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分

はやとひがし

隼人東

み やま

美山ＰＡ・ＩＣ

いじゅういん

伊集院
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松元
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つ
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ろ
み
な
み
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代
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つ
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鹿
児
島
北

※未開通区間のＩＣ名は仮称

か ご し ま

鹿児島県 く ま  も と

熊本県
高 規 格 道 路

ＩＣ・ＪＣＴ 国管理 県管理

高規格幹線道路
以外

事業中

調査中

開通済
（4車以上）

開通済
（2車線）

高規格幹線道路
（有 料）

開通済
（4車以上）

開通済
（2車線）

事業中

高規格幹線道路
（無 料）

事業中

調査中

開通済
（4車以上）

開通済
（2車線）

凡 例

広域図

かごしま  

鹿児島道路
延長22.2km

開通済

   せんだい  

川内道路
延長13.8km

開通済

 せんだい

川内
くまのじょう

隈之城
道路

延長10.2km

開通済

   いずみ

出水
あ く ね

阿久根
道路

延長14.9km

開通済

ひ    な    ぐ   あしきた

日奈久芦北道路
延長16.8km

開通済

やつしろ  ひ    な     ぐ

八代日奈久
道路
延長

12.0km

開通済
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388 428 437 450 389 
255 246 288 

272 248 228 220 
192 

142 210 
219 

205 128 112 117

120

79
104

139

218
198

186 183

181

112

102

129

332 

278 
250 260 

269 

254 

254 

276 

1.00 

0.90 

0.86 0.87 

0.81 

0.59 

0.65 

0.74 
0.81 0.81 

0.84 

0.85 

0.58 0.57 

0.72 

0.10

0.17

0.24

0.31

0.38

0.45

0.52

0.59

0.66

0.73

0.80

0.87

0.94

1.01

1.08

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

宇城地域

人吉・球磨地域

水俣・芦北地域

八代地域

天草地域

５地域の伸び率

熊本県の伸び率

延
べ
入
込
客
数
（
万
人
）

伸
び
率
（

H
2
7
対
比
）

御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

八代IC
合津IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

熊本IC

25

・対象地域の観光入込客数は、熊本県平均の伸び率より高い水準で推移。「天草地域」「宇城地域」「八代地域」は、
年間200万人以上が来訪（R4）
・「熊本・福岡方面～宇城地域」「熊本・福岡方面～八代地域」等の観光流動は多いが、「天草地域」「八代地域」「水
俣・芦北地域」「人吉・球磨地域」など、対象地域南部間の観光流動は少なく、連携強化が課題

(1)観光

４．地域課題の整理 【人流】

小天温泉

そよ風パーク

3333段の
日本一の石段

三角西港

大矢野温泉

松島温泉
天草温泉

日奈久温泉

樅木の吊り橋

御立岬温泉

球泉洞

球磨川下り

青井阿蘇神社

人吉温泉

湯の児温泉

湯の鶴温泉

大江天主堂

天草の﨑津集落

五木五家荘
県立自然公園

金峰山
県立自然公園

三角大矢野海辺
県立自然公園

雲仙天草
国立公園

芦北海岸
県立自然公園

八代地域

人吉・
球磨地域

水俣・
芦北地域

観光地：熊本県新広域道路交通計画2021を基に作成
自然公園指定地域と自然由来の主な観光地

雲仙天草国立公園

県立自然公園

■観光目的流動

※熊本県観光統計表R4

下田温泉

■地域別の観光入込客数の推移

40百台/日

25百台/日

14百台/日

8百台/日 8百台/日

2百台/日

1百台/日

33百台/日

宇城地域

10百台以上
10百台未満

データ：H27センサスODマスター（観光・私用目的）
※観光目的：レジャー 私用目的：ショッピング・食事

天草地域

125百台/日

熊本・福岡
方面観光地



御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

八代IC

合津IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

熊本IC

益城熊本空港IC

植木IC

御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

八代IC

合津IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

熊本IC

益城熊本空港IC

・クルーズ船のバスツアーは、「八代港」から90分圏内の「八代地域」、「宇城地域」に多い
・一方、「天草地域」は豊富な観光資源があるものの、クルーズ船のバスツアーの計画が少ない
・クルーズ船寄港に伴う経済効果をより波及させるための連携強化が課題

資料：熊本県

■クルーズ船のバスツアーの行先

■八代港クルーズ船寄港回数

（回）

資料：八代市報道発表資料
※R6年は6月末時点の予約数

データ：八代港クルーズバスの企画が組まれた地域の割合(H21～Ｈ31)

■八代港からの90分圏

八代港

クルーズ船のバスツアーは片道約90分以内が目安

八代市観光課ヒアリングより

八代港から90分圏域

データ：ETC2.0プローブデータ（平日7-19時平均）

26４．地域課題の整理 【人流】

熊本市
28.4%

宇城
26.3%

上天草
0.1%

八代
30.8%

水俣・芦北
7.6%

人吉・球磨
3.8%

福岡県
2.6%

水俣・芦北 人吉・球磨

八代

天草
0％

熊本市

天草
八代港

(2)観光（クルーズ船）



御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

八代IC合津IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

熊本IC

益城熊本空港IC

・「天草地域」、「水俣・芦北地域」、「八代地域」は、自市町での通勤・通学者の比率が高く、特に「天草地域」が顕著
・自動車での通勤・通学は、 「熊本・福岡方面」 「宇城地域」「八代地域」間の流動は多いものの、「天草地域」「八代
地域」「水俣・芦北地域」「人吉・球磨地域」間の流動は少ない区間もあり、連携強化が課題

(3)通勤・通学

27４．地域課題の整理 【人流】

熊本・福岡
方面

八代地域

人吉・
球磨地域

水俣・
芦北地域

宇城地域

164百台/日

8百台/日

10百台/日
7百台/日

6百台/日

40百台/日

41百台/日

■自動車の通勤通学流動■通勤・通学先

27.1%

39.8%

14.7%

21.6%

31.4%

9.2%

72.9%

60.2%

85.3%

78.4%

68.6%

90.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

熊本県全体

宇城地域

八代地域

水俣・芦北地域

人吉・球磨地域

天草地域

他市町で従業・通学 自市町で従業・通学

(651,158人)

(58,219人)

(76,049人)

(23,470人)

(48,465人)

(59,480人)

データ：令和２年国勢調査

熊
本
県
平
均

3百台/日

2百台/日

天草地域

データ：H27センサスODマスター（通勤・通学目的）



４．地域課題の整理 【物流】 28

・「天草地域」の水産の漁獲量は熊本県の約９割を占める。特に、鮮魚では、養殖まだい、かたくちいわし、うるめいわしな
どが全国有数の漁獲量
・県内の水産品は、「関東、福岡方面」へ約２割、「宮崎方面」へ約１割出荷しており、鮮魚の輸送鮮度確保のための走
行性向上や時間短縮が課題

(1)水産の特性と課題

水産業のポテンシャル ■水産業の課題

データ：海面漁業生産統計調査
※市町村別はH30年で終了

天草市
72％

その他
11％

天草地域で

約９割
約1.6万t

■漁獲量の県内シェア

熊本県漁獲量
18,053t

■養殖まだいの漁獲量

天草市
80％

その他
20％

■かたくちいわしの漁獲量

熊本県漁獲量
8,684t

熊本県漁獲量
4,466t 天草市

88％

天草市
12％

その他
0.2％

全国３位 全国６位

データ：海面漁業生産統計調査※市町村別はH30年で終了 データ：海面漁業生産統計調査※市町村別はH30年で終了

上天草市
19％

御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

本渡魚市場

牛深漁協

天草漁協
上天草総合支所

天草地域

魚市場、漁協・荷捌き場

主要漁港

八代IC

合津IC

宮崎方面

関東・福岡
方面

データ：貨物地域流動調査（R４年）※貨物車での出荷割合

注）四捨五入の関係で合計100％にならない

■熊本県の水産品出荷先

全国トップ10位
養殖まだい

かたくちいわし
うるめいわし

 など

熊本県内
72％

関東・福岡方面
22％

宮崎方面
5％

田浦IC
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・熊本県は林業生産額が全国４位の木材の産地。中でも、対象地域は熊本県全体の約6割の生産額
・県内の木材は、全国２位の木材輸出がある「八代港」から約８割を国外へ輸出。また、国内へは、「鹿児島・宮崎方
面へ約３割、「福岡・長崎・大分方面」へ約１割出荷
・「天草地域」、「人吉・球磨地域」から「八代港」や「高速IC」への輸送効率向上のためのアクセス性向上が課題

2929４．地域課題の整理 【物流】

0
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岡
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静
岡
岐
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島
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庫
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形
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岡
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良
長
崎
愛
知
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新
潟
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川
山
梨
富
山
福
井
埼
玉
滋
賀
千
葉
東
京
神
奈
川

香
川
大
阪

熊本県

(2)林業の特性と課題

■林業生産額のランキング

■木材輸出港トップ20位

全国４位

(単位：1000万円)

林業のポテンシャル

資料：熊本県生産市町
村民経済計算(R3)

八代

その他

13％

水俣・芦北

25％

R3年
林業生産額

1,1680(百万円)

人吉・球磨

天草

■林業生産額の熊本県内シェア

9％
6％

対象地域全体で

約６割

宇城
4％

データ：R3年林業算出額統計

データ：貿易統計(R5)

御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

益城熊本空港IC

■林業の課題

合津IC

■熊本県の木材輸出港

■熊本県の木材出荷先（国内）

八代IC

八代港

データ：熊本県林業統計要覧R4

熊本県の木材
輸出港

192(百万円)
※輸出額

水俣港

15％

博多港
1％

八代港
83％

熊本港
1％

鹿児島・宮崎方面

天草地域

熊本県内
65％

鹿児島・宮崎方面
28％

福岡・長崎・大分方面
6％

データ：貨物地域流動調査（R４年）

※貨物車での出荷割合

注）四捨五入の関係で合計100％

にならない

福岡・長崎・
大分方面

人吉・
球磨地域

(単位：100万円)

全国2位

八代港



御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

合津IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

熊本IC

あさぎり町

22%

多良木

町 9%

錦町 5%
人吉市

5%

相良村

4%その他対

象地域

26%

その他

29%

・「天草地域」「宇城地域」は「不知火」、「八代地域」は「冬春トマト」「冬レタス・キャベツ」等の野菜関連、「人吉・球磨地
域」は、「葉たばこ」などが全国10位に入る有数の産地
・県内の果物・野菜は、「関東・関西・福岡方面」へ約３割出荷しており、荷痛みの防止や鮮度確保のための走行性向上
が課題

JAれいほく

3030４．地域課題の整理 【物流】

(3)農業の特性と課題

八代IC

データ：熊本県主要野菜生産状況調査

八代市

56%

氷川町

2%

その他

43%

■冬春トマト生産量の熊本県内シェア
データ：熊本県主要野菜生産状況調査

R4年
熊本県生産量

11,129(t)

八代市

52%

氷川町

1%

その他

48%

■冬レタス生産量の熊本県内シェア

R4年
熊本県生産量

12,634(t)

全国1位

八代地域で

約６割

■農業の課題

八代地域で

約５割

全国5位

あさぎり町
葉たばこ

全国６位

■葉たばこ作付け面積の熊本県内シェア

人吉・球磨地域で

約５割

データ：H27面積調査

全国6位

H27年
熊本県面積
1,192(ha)

八代市
冬レタス

八代市
冬キャベツ

八代市
冬春トマト

全国1位 全国5位

全国8位

▲熊本県の野菜類の収穫量
農林水産関係市町村別統計R3

対象地域全体
8.5万t
53％

その他地域
7.6万t
47％

農業のポテンシャル
関東・関西・
福岡方面

JAあまくさ本所

JAあまくさ
東統括支所選果場

三角選果場

選果場

選果場

選果場

選果場

天草市

不知火

全国8位
※栽培面積

宇城市
不知火

全国6位
※栽培面積

天草、宇城地域で

約6割R4年
熊本県生産量

9,268(t)

全国6位
※栽培面積

全国8位
※栽培面積

■不知火生産量の熊本県内シェア
データ：R4年産熊本県果樹振興実績

※全国、県内順位はかんきつ栽培面積R2

データ：全国順位 わがマチ・
わがムラ（農林水産省DB）

熊本県内

65％

関東・関西・

福岡方面

33％

鹿児島・宮崎方面

3％

■熊本県の果物・野菜の出荷先

データ：貨物地域流動調査（R４年）※貨物車での出荷割合 注）四捨五入の関係で合計100％にならない



八代市

39%

宇城市

20%
宇土市 4%

天草市 2%

人吉市 2%

その他

34% R3年
熊本県
出荷額

約1,159億円

宇土市

49%

八代市

33%

水俣市

13%

その他

5%

R3年
熊本県
出荷額

約802億円

・対象地域の工業出荷額は、熊本県全体の約３割であり、金属製品は熊本県内の約７割、化学製品は約９割以上
を生産
・県内の金属製品は、「関東・関西・福岡方面」へ約１割を出荷し、化学製品は、「八代港」から国内へ主に出荷され
ており、「八代港」や「高速IC」へのアクセス性向上が課題

3131４．地域課題の整理 【物流】

(4)工業の特性と課題

宇城地域

9％八代地域

10％
水俣・芦北地2％

人吉・球磨地3％

天草地域1％

R3年
熊本県製造品

出荷額
28,195億円

その他75％

データ：経済センサス(R3)

対象地域全体で

約３割

工業のポテンシャル

八代南IC

松橋IC

御船IC

宇城市

八代IC
工業専用地域
工業地域
準工業地域

八代港

県内１位

■八代港の国内出荷品目

■工業出荷額の熊本県内シェア ■金属製品製造業の熊本県内シェア

データ：経済センサス(R3)

データ：経済センサス(R3)

宇土市

宇土市
（化学製品）

八代市
（金属製品）

県内１位

■熊本県の金属製品の出荷先

■工業の課題

■化学工業の熊本県内シェア

資料：用途地域マップ

対象地域全体で

約７割

対象地域全体で

約9割以上

県内１位

県内１位

鋼材
6.0％

金属くず
5.7％木材

4.4％

その他
10.7％

25.6万㌧

化学製品
21.2％

パルプ・紙
7.8％

セメント
44.1％

データ：港湾統計（R4）

データ：貨物地域流動調査（R４年）

※貨物車での出荷割合

関東・関西・
福岡方面

関東・関西・福岡方面

10％

鹿児島・宮崎方面

4％

熊本県内

86％



・ＴＳＭＣの熊本県進出に伴い、八代IC近くへ工業団地を整備予定
・また、対象地域においては工場立地特例対象区域が指定されるなど、企業立地に伴う経済波及効果を県南地域に
拡大するため、対象地域の連携強化が課題

3232４．地域課題の整理 【企業誘致】

企業誘致の課題

■熊本県地域未来投資促進基本計画における重点促進区域一覧

：工場立地特例対象区域

：企業立地ガイドKUMAMOTO提案地域

：半導体及び自動車関連企業立地箇所

※工場立地特例対象区域：地域の経済成長を促進するために、特定の区域内で工場立地を優遇する処置がとられている区域
※企業立地ガイドKUMAMOTO提案地域：熊本県が企業立地を促進するために設けた地域

工業団地を整備予定八代IC

企業立地のポテンシャル

八代港
場所 広さ 完成予定 主体 概要

福岡県
飯塚市

２５
ヘク
タ‐ル

2028
年度 市

閉山した炭鉱跡地を再開発。
福岡空港や北九州空港に車
で約1時間

福岡県
うきは市

２７
ヘク
タ‐ル

29
年度

県
市西部で計画。大分自動車
道朝倉ICに近接

佐賀県
鳥栖市

３４
ヘク
タ‐ル

30
年度

県
市

九州自動車道鳥栖ジャンク
ションの南側に「サザン鳥栖
クロスパーク」を整備。東急
不動産や丸紅と連携

長崎県
東彼杵町

２９
ヘク
タ‐ル

26
年度

県
町

長崎自動車道東そのぎICに
近い。地下水が豊富。民間事
業者と連携する方針

熊本県
  菊陽町

２５
ヘク
タ‐ル

未定 町
TSMC熊本工場の南側で計
画。25年2月までに地権者
の意向調査

熊本県
八代市

２５
ヘク
タ‐ル

28
年度

県
市

九州自動車道八代ICや国際
港湾である八代港に近く、物
流に強み

１

２

３

４

資料：読売新聞オンライン（R6.10.12）を引用して作成

５

６

九
州
で
整
備
が
計
画

さ
れ
て
い
る
主
な
工
業
団
地

宇城地域

八代地域

天草地域

人吉・球磨地域

水俣・芦北地域

資料：熊本県_熊本県新広域道路交通計画を基に作成（熊本県地域未来投資促進基本計画）



４．地域課題の整理 【防災】 33

・時間最大降雨量が年々増加するなど豪雨災害が激甚化する中、天草半島の幹線道路では、H23～R5年の13年間
で延べ75回の通行止めが発生
・災害時の通行規制に伴う天草半島の孤立化のリスクがあり、リダンダンシー確保が課題

(１)災害時の通行止め

■対象エリアの通行規制履歴（H23～R5）

データ：九州地方整備局、熊本県
 （H23～R5）
   ※事故・故障車は除く

国土地理院地図を加工して作成

対象エリア

苓北町

天草市

上天草市

宇土市

宇城市

氷川町

八代市

津奈木町

水俣市

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

八代IC

宇城氷川SIC

松橋IC

城南SIC

御船IC

津奈木IC
人吉IC

人吉球磨SIC

E3A

E3

E3

至 熊本・福岡

57

266

266324

324

266

389

３

３

３ 268

219

267

219

445

219

445

443

218

218

251

251 ※事故・故障車は除く

芦北町

天草半島の孤立が懸念

通行止め箇所【H23-R5】（年１回）

通行止め箇所【H23-R5】（年2回以上）

▲天草（三角付近）１時間最大降水量
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(西暦)

短時間の降水量が増加傾向
それに伴い近年はほぼ毎年

災害による通行止めが発生

(mm/h)

平成28年6月20日 土砂流出
（全面通行止め 1.5時間）

平成20年6月21日 土砂流出
（全面通行止め 7.5時間）

国道57号の被災

国道226号の被災

年次 規制回数

H26 1回

H28 3回

R4 1回

合計 5回

天草五橋

写真①

写真②

写真①
写真②

年次 規制回数
H24 3回
H26 1回
H27 9回
H28 4回
H29 3回
H30 2回
R1 6回
R2 11回
R3 3回
R4 1回
R5 4回
合計 47回

年次 規制回数

H23 3回

H24 4回

H26 1回

H27 2回

H30 3回

R1 1回

R2 3回

R3 3回

R5 3回

合計 23回

国道324号の被災

データ：気象庁
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・対象地域には、日奈久断層帯と布田川断層帯が存在
・特に、日奈久断層帯（日奈久区間、八代海区間）では、国内の活断層において今後30年間にマグニチュード７以上
の地震が発生する可能性が高い
・特に、「天草地域」では、能登半島地震でみられた長期的な集落の孤立化やライフラインの寸断リスクが課題

■地震発生の可能性

(２)大規模地震（活断層）

断
層

区間
地震
規模

地震発生
確率

平均活動
間隔

最新活動
時期

日
奈
久

断
層
帯

日奈久
区間

M7.5程度
30年以内
ほぼ0～6％

※1

3600年～
11000年程度

約8400年
前以後

約2000年
前以前

八代海
区間

M7.3程度
30年以内
ほぼ0～16％

※１

１１００年～
６４００年程度

７４４年
肥後の地震の
可能性がある

布
田
川

断
層
帯

宇土
区間

M7.0程度 不明 不明 不明

宇土半島
北岸区間

M7.2程度
以上

不明 不明 不明

資料：政府地震調査研究推進本部

※１：今後30年間に地震が発生する確率(最大値)が3%以上は国内で高いグループに属する

■対象地域の活断層の状況

日奈久区間の地震予測 八代区間の地震予測

活断層
活断層（位置不詳部分）

資料：政府地震調査研究推進本部の資料を引用して作成



・大規模災害時の救急救命活動は、広域医療搬送拠点（阿蘇くまもと空港）から各地域の災害拠点病院へDMATを
派遣し、患者を受け入れ
・「天草地域」においては、大規模災害時に幹線道路が途絶すると救命活動が困難となることが課題

４．地域課題の整理 【防災】 35

資料：九州を支える広域防災拠点構想（熊本県）

■大規模災害時の活動計画

(３)大規模災害時の医療活動

御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

八代IC

合津IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

熊本IC

益城熊本空港IC

植木IC

菊水IC

災害拠点病院

資料：災害指定病院（厚生労働省災害拠点病院一覧）

広域医療搬送拠点
（阿蘇くまもと空港）

広域医療搬送拠点

■大規模災害時の救急救命活動の課題

国保水俣市立総合医療センター
地域医療機能推進機構人吉医療センター

天草中央総合病院

水俣・
芦北地域

人吉・
球磨地域

天草地域

上天草総合病院

熊本労災病院

八代地域

宇城総合病院



99%

99%

6%

11%

0%

1%

1%

94%

89%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60分圏内 60分圏外

４．地域課題の整理 【救急医療】 36

・第三次医療施設からの60分圏内の人口カバー率は、「天草地域」、「水俣・芦北地域」、「人吉・球磨地域」で低く、
第三次医療施設への搬送時間短縮が課題

救急医療

御船IC

水俣IC

芦北IC

田浦IC

日奈久IC

八代南IC

人吉IC

八代IC

合津IC

松橋IC

米の山IC

津奈木IC

熊本IC

益城熊本空港IC

植木IC

菊水IC

第三次医療施設から60分圏域

データ：ETC2.0プローブデータ（平日7-19時平均）

八代地域

水俣・芦北地域

天草地域

第三次医療施設

人吉・球磨地域

熊本赤十字病院熊本医療センター

済生会熊本病院

人吉・球磨地域

【参考】カーラーの救命曲線

95％

宇城地域
(10.3万人)

八代地域
(13.4万人)

天草地域
(10.8万人)

水俣・芦北
地域

(4.4万人)

人吉・球磨
地域

(8.2万人)

■第三次医療施設からの人口カバー率

宇城地域

■第三次医療施設60分圏

速度データ：
ETC2.0プローブデータ
（平日7-19時平均）
カバー人口：R2国勢調査



５．今後の進め方（案） 37

・整備方針策定に向けて、地域の目指す全体像や求められる機能等について、引き続き検討を進める。

前回（第１回勉強会）

 ・八代天草地域の現況、道路の現状

今回（第２回勉強会）

 ・地域の現況、道路の現状

 （人吉・球磨地域等まで範囲を拡大し分析）

 ・地域課題の整理

第３回以降

・地域の目指す全体像（産業、観光、圏域づくり、交通体系等）

・求められる機能、必要性

・整備による経済効果

・既存の海峡横断道路事業の研究 等
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